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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年9月3日(2015.9.3)

【公開番号】特開2014-26211(P2014-26211A)
【公開日】平成26年2月6日(2014.2.6)
【年通号数】公開・登録公報2014-007
【出願番号】特願2012-168253(P2012-168253)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/20     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月15日(2015.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、フォ
ーカシングに際して移動する負の屈折力のフォーカシングレンズ群、最も像側に配置され
た正の屈折力の最終レンズ群を有し、ズーミングに際して隣り合うレンズ群の間隔が変化
するズームレンズであって、
　前記フォーカシングレンズ群と前記最終レンズ群は隣り合う位置に配置されており、前
記最終レンズ群の焦点距離をｆｉｍｇ、前記フォーカシングレンズ群の焦点距離をｆｆ、
広角端における全系の焦点距離をｆｗとするとき、
２．３１　≦　｜ｆｉｍｇ／ｆｆ｜　＜　１０．０
５．０　＜　ｆｉｍｇ／ｆｗ　＜　４０．０
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　請求項１に記載のズームレンズであって、
　－４．０　＜　ｆｆ／ｆｗ　＜　０．０
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項３】
　広角端におけるバックフォーカスをＢＦＷとするとき、
ＢＦＷ／ｆＷ　＜　１．５
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレンズ。
【請求項４】
　前記フォーカシングレンズ群は、像側に凹面を向けたメニスカス形状の負レンズよりな
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項５】
　前記ズームレンズは、物体側から像側に順に配置された、負の屈折力の第１レンズ群、
正の屈折力の第２レンズ群、負の屈折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群から
なり、前記フォーカシングレンズ群は前記第３レンズ群であり、前記最終レンズ群は前記
第４レンズ群であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のズームレン
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ズ。
【請求項６】
　前記ズームレンズは、物体側から像側へ順に配置された、負の屈折力の第１レンズ群、
正の屈折力の第２レンズ群、正の屈折力の第３レンズ群、負の屈折力の第４レンズ群、正
の屈折力の第５レンズ群からなり、前記フォーカシングレンズ群は前記第４レンズ群であ
り、前記最終レンズ群は前記第５レンズ群であることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか１項に記載のズームレンズ。
【請求項７】
　撮像素子に像を形成することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のズー
ムレンズ。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載のズームレンズと、該ズームレンズによって形成
される像を受光する撮像素子を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項９】
　前記撮像素子に結像する像の最大像高をＹｍａｘ、広角端におけるバックフォーカスを
ＢＦＷとするとき、
ＢＦＷ／Ｙｍａｘ＜１．６
なる条件式を満足することを特徴とする請求項８に記載の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明のズームレンズは、物体側から像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈
折力の第２レンズ群、フォーカシングに際して移動する負の屈折力のフォーカシングレン
ズ群、最も像側に配置された正の屈折力の最終レンズ群を有し、ズーミングに際して隣り
合うレンズ群の間隔が変化するズームレンズであって、
　前記フォーカシングレンズ群と前記最終レンズ群は隣り合う位置に配置されており、前
記最終レンズ群の焦点距離をｆｉｍｇ、前記フォーカシングレンズ群の焦点距離をｆｆ、
広角端における全系の焦点距離をｆｗとするとき、
２．３１　≦　｜ｆｉｍｇ／ｆｆ｜　＜　１０．０
５．０　＜　ｆｉｍｇ／ｆｗ　＜　４０．０
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　以下、本発明のズームレンズ及びそれを有する撮像装置について説明する。本発明のズ
ームレンズは、物体側から像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レ
ンズ群を有する。そして最も像側に正の屈折力の最終レンズ群、該最終レンズ群の物体側
に隣接してフォーカシングに際して移動する負の屈折力のフォーカシングレンズ群を有す
る。フォーカシングレンズ群Ｌｆは像側に凹面を向けたメニスカス形状の負レンズからな
っている。ズーミングに際して隣り合うレンズ群の間隔が変化する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１９】
　各実施例のズームレンズＯＬは物体側から像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群Ｌ１
、正の屈折力の第２レンズ群Ｌ２を有する。更に最も像側に正の屈折力の最終レンズ群Ｌ

ｉｍｇ、最終レンズ群Ｌｉｍｇの物体側にはフォーカシングに際して光軸上を移動する負
の屈折力のフォーカシングレンズ群Ｌｆを有する。最終レンズ群Ｌｉｍｇの焦点距離をｆ

ｉｍｇ、フォーカシングレンズ群Ｌｆの焦点距離をｆｆ、広角端における全系の焦点距離
をｆｗとする。このとき、
　　２．３１　≦　｜ｆｉｍｇ／ｆｆ｜　＜　１０．０　　・・・（１）
　　５．０　＜　ｆｉｍｇ／ｆｗ　＜　4０．０　　　　　　・・・（２）
なる条件式を満足している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　条件式（１）の下限を下回って最終レンズ群Ｌｉｍｇの焦点距離が相対的にフォーカシ
ングレンズ群Ｌｆの焦点距離の絶対値よりも小さくなると最終レンズ群Ｌｉｍｇの正の屈
折力が強くなる。そうするとズームレンズ全体としてレトロフォーカス型の傾向が強くな
り、諸収差の発生が多くなり、特に像面湾曲が増大し、この補正が困難となる。あるいは
、フォーカシングレンズ群Ｌｆの焦点距離の絶対値が大きくなり、フォーカシングレンズ
群Ｌｆの屈折力が弱まり、フォーカシングに際しての駆動量が大きくなってくるので良く
ない。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　逆に条件式（１）の上限を上回って、最終レンズ群Ｌｉｍｇの焦点距離が大きくなり、
正の屈折力が弱くなると、所定の長さのバックフォーカスの確保が困難となる。あるいは
、フォーカシングレンズ群Ｌｆの焦点距離の絶対値が小さくなり、負の屈折力が強まると
、フォーカシングに際して収差変動が大きくなってくる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　２．３１　≦　｜ｆｉｍｇ／ｆｆ｜　＜　９．０　　　・・・（１ａ）
　６．０　＜　ｆｉｍｇ／ｆｗ　＜　３０．０　　　　　・・・（２ａ）
　更に好ましくは条件式（１ａ），（２ａ）の数値範囲を次の如く設定するのが良い。
　２．３１　≦　｜ｆｉｍｇ／ｆｆ｜　＜　８．０　　　・・・（１ｂ）
　７．０　＜　ｆｉｍｇ／ｆｗ　＜　２６．０　　　　　・・・（２ｂ）
　本発明のズームレンズにおいて更に好ましくは次の条件式のうち１以上を満足するのが
良い。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　広角端におけるバックフォーカスをＢＦＷとする。このとき、
　　－４．０　＜　ｆｆ／ｆｗ　＜　０．０　　　　・・・（３）
　　ＢＦＷ／ｆＷ　＜　１．５　　　　　　　　　　・・・（４）
なる条件式のうち１以上を満足するのが良い。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　条件式（３）はこのときのフォーカシングレンズ群Ｌｆの焦点距離ｆｆを広角端におけ
る全系の焦点距離で割って規格化したものである。条件式（３）の下限を下回ると、フォ
ーカシングレンズ群Ｌｆの焦点距離の絶対値が大きくなり、負の屈折力が弱まる。そうす
ると、フォーカシングレンズ群Ｌｆのフォーカス敏感度が下がり、フォーカシングに際し
ての移動量が増え、高速なフォーカシングが困難になる。またフォーカシングレンズ群Ｌ

ｆの移動量に相当するスペースをズームレンズ中に確保する必要があり全系が大型化して
くる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　逆に条件式（３）の上限を上回った場合はフォーカシングレンズ群Ｌｆの焦点距離が正
となり、フォーカシングに伴う収差変動の補正が困難となる。条件式（３）は以下の範囲
とすると、更に好ましい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　－３．８　＜　ｆｆ／ｆｗ　＜　－１．５ ・・・（３ｂ）
　条件式（４）は広角端におけるバックフォーカスＢＦｗを広角端における全系の焦点距
離で割って規格化したものである。条件式（４）の上限を上回るとバックフォーカスが長
くなり、その分、ズームレンズが大型化してしまう。条件式（４）は以下の範囲とすると
、更に好ましい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　また、このフォーカシングレンズ群Ｌｆは像側に凹面を向けたメニスカス形状の負レン
ズより構成している。このフォーカシングレンズ群Ｌｆは無限遠物体から近距離物体にフ
ォーカシングをする際には、光軸上を像側に移動する。この時に軸上光束がフォーカシン
グレンズ群を通過する入射高さの変化を考える。フォーカシングレンズ群Ｌｆの物体側の
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面が物体側に凸形状か、物体側に凹形状の場合を比較すると、物体側に凸を向けた場合の
方が、フォーカシングレンズ群Ｌｆが動いた際の軸上光束の通過する入射高さの変化が小
さい。これはフォーカシングレンズ群Ｌｆの像側の面についても同様である。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　フォーカシングレンズ群Ｌｆを通過する光線の入射高さの変化が小さければ、当然収差
変動も小さくすることができる。したがって、フォーカシングレンズ群Ｌｆの形状は物体
側の面及び像側の面が共に物体側に凸を向けた（像側に凹面を向けた）、メニスカス形状
の負レンズであることが好ましい。フォーカシングレンズ群Ｌｆを像側に凹面を向けたメ
ニスカス形状の負レンズとすることで、フォーカシングに伴う収差変動、特に球面収差の
変動を小さくすることが容易となる。
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